










130号の編集後記 で清水委員が技術 ノー トの投稿 を呼 びかけてお られま したが、それが
功 を奏 したのか今号では二本 の技術 ノー トを掲載す ることがで きました。一つは低温セ ン
ター吹田分室の牧山氏 の投稿で、ヘ リウム回収 ガスが低温セ ンターで どの ように取 り扱わ
れているかについての詳 しい解説 を交 えなが ら、ヘ リウム回収 ガスの純度 を高 く保つ こと
がいかに重要であるかを説明 していただ きました。 もう一つは豊中地 区のこ とも紹介する
方が よいであろ うとい うことで、編集委員会か ら基礎工学研究科の森本氏 に寄稿 を依頼 し
た もので、ヘ リウム回収ガスの純度 を保 つために どの ような取 り組み を しているかを、基
礎工学部 の事例 を通 じて紹介 していただ きま した。 どち らも液体ヘ リウムの利 用者 にとっ
て、興味深い内容になっていますので、ぜ ひ手 にとって読んでいただきたい と思い ます。
研 究室に新 しい学生が入 って くるたび にヘ リウム回収 ラインや液体ヘ リウム容器の扱い
方を説明す るのですが、 なかなか身につかないので不思議 に思 えて しまうことす らあ りま
す。今 回の技術 ノー トを読みなが ら振 り返 って 自分の ことを考 えてみ ると、結 局身につい
たのは自分で恐 る恐る操作 している とき、特 に失敗 をしでか して怒 られた ときに身につい
たのかな と思い返 しました。実験 をす るものにとって色 々な経験 を積 むのは本当に宝物 な
のですが、低温 センター便 りで他の研 究室や実験施設での実体験 に即 した話が読めるのは
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表紙説明 三重 らせん多糖 シゾフィランの濃度による水和構造の変化。(本文p.4参照)
